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　全国薬務主管部課長協議会薬用植物調査部会は全国レベ
ルで薬用植物を試作栽培することにより，栽培法の検討，
地域による生育の適否，新たな栽培地の開拓，優良生薬の
安定的確保及び種の保存等を意図した事業を平成12年度
から開始した．平成12及び13年度はウイキョウ（セリ
科）について実施され，北は北海道から南は高知県までの
17都道県が参加した1）．北海道では当所がウイキョウの栽
培及び薗香の品質評価を担当し，その成果を既に報告し
た2）．平成14～17年度はシャクヤクを用いて実施され，
北は北海道から南は宮崎県までの13都道県が参加し，富
山県薬用植物指導センターが取りまとめた3）．
　シャクヤク勘60％露伽姻。ηPALLAS（ボタン科）の根
は苛薬と称され，『神農本草経』の中品に収載される重要
な生薬である．主として漢方処方用薬で，鎮痛鎮痙薬，婦
人薬，冷え症薬などとみなされる処方及びその他の処方に
高頻度で配合されており，現在でも漢方の幽幽である．成
分として，安息香酸を結合する変型モノテルペン配糖体で
あるペオニフロリンとその関連化合物（アルビフロリン，
オキシペオニフロリンなど），フラボノイド，トリテルペ
ノイド，安息香酸，ガロタンニンなどを含有する．主成分
のペオニフロリンには鎮静，鎮痛，抗炎症などの諸作用が
報告されており，第十四改正日本薬局方では，「換算した
生薬の乾燥物に対し，ペオニフロリン2．0％以上を含む」
と規定されている4＞．
　苛薬はわが国では北海道のほか，岩手，福島，新潟，富
山，奈良，徳島などの県で生産されている5）が，最近は中
国などからの輸入が増え，国内生産量が減少している．葛
薬の品質確保の観点から，国内でのシャクヤク栽培を維持
する必要がある．同部会はシャクヤク栽培振興の一助とし
て，国内各地での栽培の可能性を探るため試作栽培を実施
し，栽培法や地域による生育の適否，品質等について検討
した．
　本論では，当所薬用植物園で4年間に亙って実施した
シャクヤクの試作栽培結果及び収穫した乾燥根（苛薬）の
化学的品質評価について報告する．
方 法
1．栽培品種
　大和地方で薬用専用品種として栽培され，富山県薬用植
物指導センターで保存栽培されている品種「梵天」を用い
た3）．
2．栽培法
　植付け，施肥，追肥等の以下の操作は，配布されたマ
ニュアルあるいは富山県薬用植物指導センターの指示に
従って行った．
　平成13年9月下旬から10月上旬にかけて，北海道立衛
生研究所薬用植物園（札幌市北区）の日当たり及び水はけ
の良いところを耕した．その上に抜板で枠（1×10×0．1
m，2枚）を作り，外側を垂木の杭で押さえた後，黒土を
10cm以上入れ，20　m2の耕作地を確保した．10月9日に
基肥（苦土石灰2kg，鶏糞6kg，ヨーリン0．8kg）をす
き込み，10月15日に黒ビニールで覆った．10月22日，
富山県薬用植物指導センターより消毒済みの苗65株が郵
送された．大きめの苗9株を2分割後，ベンレート水和剤
1，000倍液で1時間浸漬消毒し，計74株とした．植付け
は1畦条問60cmの2条植えとし，株間50　Cmのチドリ
に植穴を開け，1株ずつ芽を上に向けて植付け，芽上4～
5cm覆土した．
　平成14年（1年目）5月27日，化成肥料（NPK各
15％）0．4kgを追肥した．9月13日，風雪で傷んだ黒ビ
ニールを取り外した．10月8日，鶏糞3kgを追肥した．
10月15日，地上部を刈り取り，化成肥料0．4kgを追肥
した．
　平成15年（2年目）4月22日，黒ビニールを掛けた．
6月9日に摘蕾，16日に化成肥料0．8kg及びヨーリン
0．4kgを追肥した．10月8日に鶏糞6kgを追肥し，17
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日に地上部を刈り取った．12月11日，中間調査用に16
株（No．11～26）を掘上げた．
　平成16年（3年目）4月19日，黒ビニールを掛けた．
6月2日，化成肥料0，95kg，ヨーリン0．3kg及び苦土
石灰1．6kgを追肥した．6月8日，白花八重の開花を確
認，2！日に摘花した．9月21日に地上部を刈り取り，10
月22日に鶏糞4，8kgを追肥した．
　平成17年（4年目）5月31日，化成肥料0．95kg及び
ヨーリン0，3kgを追肥した．6月18日に開花，24及び
27日に摘花した．7月13日，化成肥料0．95kg及びヨー
リン0．3kgを追肥した．10月26日，黒ビニール及び木
枠を外した後，調査用に11株（No．10，50～55，58～61）
を掘上げた．
3．生育調査項目
　平成14年7月2日，15年7月31日，16年6月21日及
び17年6月21日に，株ごとに以下の項目について調査し
た．なお，摘蕾または摘花の月日は前項に示した．
　1）茎数
　2）草丈（一番高い茎の先端までの高さ）
　3）摘忌数（2年目）または摘花数（3及び4年目）
　　　（当所が独自に調査）
4．掘取り調査
　2年目初冬に16株を焼上げ，良く洗った後，標準的な
11株について直径5mm以下のひげ根を取り除き，株ご
とに以下の8項目について調査した．さらに，4年目秋に
11株を掘上げ，同様の調査を実施した．
　芽数，頭根重，主根重，主根本数，最長根長（2年目の
み），支根重，支根本数及び全重（図根重＋主根重＋支根
重）．
5．分析用試料調製及び乾燥歩留
　株ごとに主根の中から直径1．5～2cm，長さ10　cm以
上の根1本を選び，50℃の送風乾燥機で重量が一定になる
まで乾燥し，試料とした．乾燥した時点で，乾燥歩留を求
めた．
　各々を押切で細切後，超遠心粉砕機（㈱レッチェ製，
ZM　100）を用いて粉砕し，分析用試料とした．
6．乾燥減量及び灰分
　第十四改正日本薬局方の生薬試験法6）に従った．
7．ペオニフロリン及びアルビフロリンの定量
1）試験溶液
　第十四改正日本薬局方収載の「シャクヤク」の項に従っ
て，50％メタノール抽出液を調製した4）．
2）分析条件
　機器：日立655型高速液体クロマトグラフ，カラム：
Mightysil　RP－18（H）GP　250×4，6（5μm），移動相：
アセトニトリル／水／酢酸混液（／60：840：5），流速：
1．1mL／min，カラム温度：40℃，検出波長：232㎜，注
入量：10μL．
3）標準溶液
　ペオニフロリン及びアルビフロリン各々の標準品は，標
準溶液として事務局から送付されたものを用いた．これら
の標準溶液は東京都薬用植物園（2年目）及び東京都健康
安全研究センター医薬品研究科（4年目）において，50％
メタノールにて以下の濃度に調製されたものである．
　2年目：ペオニフロリン，0，0754mg／mL；アルビフロ
リン，0．0797mg／mL（共に和光純薬工業㈱製生薬試験
用）．4年目：ペオニフロリン，0．1043mg／mL（国立医
薬品食品衛生研究所標準品，水分含量1．13％．無水物換
算した濃度）；アルビフロリン，0．1017mg／mL（和光純
土工業㈱製生薬試験用）．
4）定　量
　試験溶液及び標準溶液を高速液体クロマトグラフに注入
し，換算した葛薬の乾燥物中の各々の含量を算出した
（π＝2）．
結果及び考察
1．生育調査
　1～4年目の生育調査結果を表1に示す．
　函数：年々その数を増し，4年間で10，4倍に増加した．
なお，臼取り調査に供した11株に限ると，2年目は7．8
本，4年目は30．5本で，共に全国平均値をわずかに上
回った．
　草高：年々大きくなり，4年間で4．5倍に増加した．な
お，油取り調査に供した11株に限ると，2年目は49．5
cm，4年目は90，3cmで，共に全国1位の値であった．
　蕾，花数：1年目はゼロであったが，2年目になると
49％の株が1～6個の蕾を付けた．3年目は74％の株が
表1　シャクヤクの生育調査
調査項目 1年目 2年目 3年目 4年目
茎　　数（本）
草　　高（cm）
蕾，回数（個）
3．0±1．3
18．4±　4，0
0，0±0．0
　6．6±2．5
（7．7）
47．5±14．4
（43．4）
　1．3±1．7
17，3±　5．9
74．3±15．4
8．2±9．0
31．2±10．2
（24．4）
82．1±13．7
（67．3）
11．6±　9．7
数値は平均値±標準偏差，η＝74（1，2年目），58（3，4年目）
括弧内の数値は全国平均値
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1～34個の花を，4年目は88％の株が1～31個の花を付
けた．なお，2年目は根の育成を優先したため，蕾の段階
で摘み取った．3年目以降は，開花後，花びらが散る前後
に摘み取った．
2．掘取り調査
　2年目及び4年目の掘取り調査結果を表2に示す．
　芽数＝1株の頭根に付く芽の数は，4年目には平均
53．3個と2年目の2．7倍に増加した．両年共に全国平均
値を上回った．
　頭根重：1株の頭根の重量は，4年目には平均558gと
2年目の3．6倍に増加した．両年共に全国平均値を上回っ
た．
　主根重：1株の頭根に付く主根の重量は，2年目で平均
789gであったが，4年目には2，259gと2．9倍に増加し
た．両年共に全国1位の値であり，全国平均値の2倍以上
の値を示した．
　主根本数：1株の頭根に付く主根の数は，4年目には平
均29．0本と2年目の1．5倍に増加した．両年共に全国平
均値をわずかに上回った．
　最長根長：2年目に測定した最も長い主根は最小で39
cm，最大で63　cm，平均で47　cmであった．
　支根重：1株の主根に付く一次及び二次側根の重量は，
2年目で平均82．7gであったが，4年目には322　gと3．9
倍に増加した．2年目は全国平均値とぼぼ同じ，4年目は
それを下回った．
　支根本数＝1株の主根に付く一次及び二次側根の数は，
4年目には平均29．2本と2年目の1．8倍に増加した．共
に全国平均値を下回った。
　全重：1株の重量は，2年目で平均1，025gであったが，
4年目には3，139gと3．1倍に増加した．共に三重県に次
ぐ第2位の値であり，全国平均値の1．7倍の値を示した．
　なお，1株平均株重に地域的な傾向は認められず，これ
は地力の差が原因と考えられている3＞．4年目の1株平均
根重（主根重＋支根重）の全国平均値は1，397g，10　a当
り3，000株植え換算で4．ltの収量であった3）．最大は三
重県の8．4t3）で，北海道はそれに次ぐ7．7tであった．
　以上のように，当所薬用植物園の軟らかい黒土でシャク
ヤクを栽培した結果，地上部は大きく生育し，地下部は支
根が少なく，太くて重い主根が高収量で得られた．
3．葛薬の成分含量
　分析用試料の乾燥歩留の平均値は，2年目で46％，4
年目で5！％であり，わずかに増加した．2県以外は4年
目の方が高い値を示しており，栽培年数が増すにつれて充
実度が増すことが明らかになっている3）．
　2年目及び4年目の乾燥減量，灰分ならびに配糖体成分
の定量結果を表3に示す．
　灰分は栽培年数が増すに従って増加したが，共に局方値
の6．5％以下に合致していた．全国平均値は栽培年数，地
域共に大きな差は認められなかった．
　ペオニフロリン含量の平均値は，2年目が3．19％，4
年目が2．77％であり，栽培年数が増すに従って減少した．
共に局方値の2．0％以上に合致していた．
　アルビフロリン含量の平均値は，2年目が0．71％，4
年目が0．60％であり，ペオニフロリン含量と同様に栽培
年数が増すに従って減少した．
　全国的に見ても，両配糖体含量は4年目の方が2年目よ
り低い値を示した．
　ペオニフロリン及びアルビフロリン含量は太い根より細
い根の方が高いことが知られており，これは両成分が髄部
より皮部に多く含まれ，皮の比率が大きい試料ほど高含量
表2　シャクヤクの掘取り調査
調査項目 年数 最小値 最大値 平均値±標準偏差 全国平均値
芽　　数（個）
頭町重（g）
主根重（g）
主根数（本）
最長根（cm）
支根重（g）
支根数（本）
全　重（9）
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
　12
　39
　92
　283
　415
1，311
　11
　24
　39
　20
　136
　　7
　17
　601
1，738
　28
　72
　291
　708
1，380
3，248
　29
　36
　63
　153
　716
　26
　45
1，787
4，443
　19．6±　　5．0
　53．3＝ヒ　11．7
　154　±55
　558　±146
　789　±300
2，259　　±579
　19．7±　　6．7
　29．0±　3．2
　47．0±　　7．3
　82．7±　36．8
　322　±171
　16．1±　　5．3
　29．2±　10．8
1，025　　±367
3，139　　±815
　13．7
　34．9
　119
　425
　377
1，G69
　20．0
　25．3
　74．7
　352
　18．4
　34．9
　570
1，790
2年目は平成15年12月11日，4年目は平成17年10月26日調査．π＝11
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表3　有薬の成分含量
乾燥減量 灰　分 ペオニフロリン アルビフロリン
2年目
4年目
局方値
6．1±0．3％
9．2±0．3
14．0％以下
3．2±0．2％
（3．1）
3．8±0．5
（3．3）
6．5％以下
3．19±0．32％
（3．06）
2．77±0．30
（2．34）
2．0％以上
0．71±0．17％
（1．00）
0．60±0．07
（0．69）
数値は平均値±標準偏差（η＝11）
括弧内の数値は全国平均値
になることに起因するη．2年目の試料は4年目の試料よ
り皮の比率が大きいため，両成分の含量が高い値を示した
ものと推察される．
　なお，両配糖体の定量に当たっては乾燥減量を求めてい
．ない県も多く，乾燥物に換算した苛薬に対し各々の含量を
算出したか否かが不明であるため，定量値の比較は行えな
かった．
4．北海道におけるシャクヤク栽培
　シャクヤクは中国東北部からシベリアにかけての寒い地
域に分布する植物で，わが国には自生しない．寒暖いずれ
の地域でも生育する広域適応性を持つが，寒地に原産する
こと，病害が少ないこと，根茎が大きく収穫に大型農機が
適することなどから寒地適応型植物に分類されている8・9）．
実際，北海道におけるシャクヤク栽培の歴史は古く，天明
元年（1781）には既に栽培されていた記録がある．しかし，
薬用の目的で富良野において栽培が開始されたのは大正時
代のことであり，その後，北見，訓子府，佐呂間地方にも
広まった9）．平成14年には音更町，美瑛町，風連町で栽
培され，生産量は44．8tであった5）．
　国立衛生試験所北海道薬用植物栽培試験場（現独立行
政法人医薬基盤研究所薬用植物資源研究センター北海道研
究部）の畠山らは，根の収量が多く，成分が安定して高い
薬用品種の育成を目指して昭和44年から研究を開始し，
平成8年に比較的多収量（乾燥根平均収量163kg／a）で
ペオニフロリン含量が安定して高い（3．9～4．8％）「北宰
相」を選抜した10川．この研究は現在も継続されている12）．
　このように，シャクヤクは現在でも北海道における重要
な薬用植物の一つであるが，今後，北海道においてさらに
普及が図られるべき作目の一つと考えられている8）．
　今回用いた「梵天」は，奈良県で栽培され薬用品種とし
ては最良と言われる品種で，茎数が多く，草丈は低く倒伏
しにくく，病害虫に対して強健で昂る．根の生育がよく収
量が多いが，ペオニフロリン含量は低く，アルビフロリン
を含有するという特徴を有している3，B）．
　本データが，本道におけるシャクヤク栽培の新品種導入，
栽培法の改良などの一助となれば幸いである．
　終りに臨み，本事業の実施に当たりご協力頂いた北海道
保健福祉部薬務課佐々木行脚製薬振興係長，医務薬務課高
橋裕之主査（製薬振興），三瓶　徹主査（製薬振興）（共に
当時）及び吉野邦夫主査（製薬振興），植付けにご協力頂
いた当所食品薬品部薬用資源科青柳光敏研究職員（当時，
現食品科学科），収穫にご協力頂いた食品薬品部小川廣
部長，兼俊明夫主任研究員及び前田悦子非常勤職員に深謝
します．
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